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Summary:ThefaunaLcompositionofbenthicmollusks,crustaceansandabrachiopodwasinvestlgatedintheモast

andWestinlets(32029'N,131C41'E)ofKadogawaBay,OntheEastcentralcoastoftheKyusyuisland,Miyazaki

Japan･ThereaJ'eSea-grassbedareascotlsistlngOfZosteramariflO,Z.japonicaandfla/ophIlanippollicahtheEast

andWestlot-)gawainlets.Thesea-grassbedoftheEastinletiswiderthanthatoFtheWest.Thefomlerisfringed

byallatLlralrockyshoreinitseasternmargln,110WeVerthelafterisguardedbytheconcreteembankmentandsituated
betweenasmaHfisheIYPOrta且d'lPublicparkofburiedseabottom.Thebenthiccommunitieswereinvestlgated

26times丑.onlNovember2006toJuly2011andtheircomponentswerecomparedanddiscussed.

Lntotal,206benrllicanimalspeciesincluding87gastropods,30bivalvesalld50decapodcrustaceanswerere-

corded.Amongthesebenthicspecies,97werekJ10W1-OnlyfTromEastinletand70specieswereknown舟omboth

inlets.WecouldrecognizethebenthiccommullityrichessintheEastinletallditthoughttoberesultedbydle

widel.al･eaandrichellVil･onmcnts,suchas,therockyshorewithoutartificialconcreteconstructions.
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はじめに

宮崎県北部門川湾にはアマモの群落が見られ,

第4回自然環境保全盛礎調査によると,過去にお

いて庵川東西の地先で港湾改修と土地造成などに

より44haの藻場が失われ,現存するのはわずか

に5haとされている (環境庁 1994).港湾整備や

公開造成の済んだ現在の鹿川漁港の東西には小さ

な入り江 (以下,庵川東入り江および庵川西入り

江と呼ぶ)があり,それぞれ新川と丸バェ川の小

河川が流入し,干潟を含む広い汽水域が形成され

ている.この東西の干潟は地域住民の潮干狩りな

どにも親しまれており,沖側にはアマモ ･コアマ
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モなどの藻場が形成されている.藻場は漁業資源

の育成場として極めて重要であるばかりでなく,

海岸域の生物多様性を増大し,多種生物の餌とな

る基礎生産を担っている場でもある (偉材 2000).

海岸に沿った干潟が底生生物の活動により河川や

陸起源の有機物や流入物質を浄化し,沖側では藻

場の藻類が栄養塩を吸収 ･浄化するとともに,演

海域での基礎生産の一部を担っている.このよう

な沿岸浅海域は,水産資臨となる魚類の採餌 ･産

卵の場としても利用され,極めて重要であるとと

もに,埋め立てや政雄などの人為的改変による環

境破壊が深刻な水域でもある (藤田 2009).瀬戸

内海などでは沖側での海砂採取により,陸側の浅

海や沖洲が消失し,藻場が失われた経緯から,90

年代には全面的に海砂採取が禁止されている.し

かし,被害は藻場に限らず,コウナゴ (キビナゴ

の幼魚)を初めとした多くの魚種の不漁が現在も

継続している.上記の調査では,1978年以降1991

年までの宮崎県の藻場消失率は22%を超え,全国

で大阪,岡山に次いで高く (環境庁 1994),その

対空掛ま急がれる.しかし,実1掛こは,主要な消失

原匪】である浅海域の人工改変 (埋立や護岸工事)

が全く見直されず,東日本大震災の影響もあって,

むしろ防災などの名目で人工改変が増大しそうで

ある.また,ゴルフ場や農地で使用される除草剤

などの水中植物への影響も見直しがなされていな

い (三浦 2006).一方では疲場造成事業が縦割り

行政の中で省庁独自の事業として動き,予算婁得

を主眼にした地方行政の指導を背景に漁協単位な

どで実施され,その成果は広範な生物の多様性保

全に真に役立つかどうかは疑問も多い.特に,東

京湾などの都市部で始まった里海再生事業として

の海岸改変 (海底面の開墾などを伴う)も,自然

景観が残り,多様性の豊かな地方の海岸に一律に

導入されると蕗場を含む生物多様性-の悪影響が

予想され,本来の目的に反する結果をもたらすこ

とが自明である.環境保全意識の高い都市部で,

一度は破壊の進んだ浅栃域に対して,反省の意味

も含めて豊富な研究組織や資金がつぎ込まれ,希

少種から外来種まで細かな生物調査が進展 してい

る (中島 2008;松浦2010;風呂田 2000;鈴木

2000).一方で,地方の海岸浅満城は高い生物多

様性を維持しながらも,生物相すら十分に研究さ

れず,上述のような種々の都市型環境保全予算の

ひな形が安易に適用される危機にさらされている.

宮崎県の海岸生物は地域でもほとんど認知されて

いないため,筆者らは,2001年以来,甲殻類と貝

類を中心に,継続的に調査してきた :宮崎市一ツ

斐入り江 (鈴木ほか 2003;三浦ほか 2005;三浦

2008),串間市本城川河口干潟 (三浦ほか 2006;

図1ー門川町俺川地茎における溢場 (暗色)とその周辺部の底生生物相調査地.調査は,
藤川鹿西の入り江に見られるアマモ群落･コアマモ群蕗とその周辺砂肝底と干倒お
よび梅庁 (随感:灰色)で行った.定期的なコドラ-ト調査は東西入り江の6地点
(白丸)において実施した.EA:庵川虎アマモ場 ;EB:庵川瀬コアマモ場 :EC:庵川
畑砂JEf底 ;wA:俺川西アマモ場 ;WB:JG川西コアマモ場 ;WC:J億川西砂野庭.
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川口ほか 2006),延岡市櫛津干潟 (三浦ほか

2007),熊野江Jrl河口干潟 (三浦ほか 2004;Miura

eta/.2007;梅本 ･三浦 2009),-ツ瀬川河口域

(三浦 ･実政 2010),オカヤドカリ頬 (三浦 2011).

本研究では宮崎県門川町の門川湾にあるアマモ ･

コアマモの群落およびその周辺域に出現する甲殻

類などの底生生物相を調査 し,海草群落の生物多

様性を諭ずる.

材料と方法

庵川東酉の入 り江 (32029rN,131041-E)は,

Google他インターネットに公開されている航空写

真や地図から算出すると,干潟域14haおよび藻

場域がおよそ 7haであり,アマモZos/eramarLllla

LinnaellS1753,コアマモZoi･terajapont'caAsch.

etGraebn.1907およびノトウミヒルモHaloph/I/a

Jl/ppoIlica Kuo 2006 illKuo eta/.subspecies

JIOLoel'S'-sOhbaetMiyake2007(ヤマ トウミヒル

モの形態的亜種)が生育している.庵川東入り江

ではアマモ群落が優占し,その縁辺にやや広いコ

アマモ群落と小規模なノトウミヒルモの群落が見

られる.また,俺川西入り江ではコアマモ群落が

優占し,ごく一部にアマモの小規模な群落が見ら

れる.庵川での生物相の調査は複数年にわたって

いる.2006年11月6日に県内の干潟調査の一環で,

節-著者が庵川東入り江新川河口域から採集した

甲殻類 ･貝類の標本をもとに予備的な知見を得た.

その後,第 1次の本格的な生物相調査として,

2009年 5月から2010年 9月まで庵川東入 り江の

アマモおよびウミヒルモ群落内において,第一 ･

第二著者がマクロベントスの採集と観察を10回行っ

た.20LO年4月から10月までは宮崎大学農学部生

物環境科学科の卒論研究による10回の第2次調査

を行い,定点での無機窮境観測も実施 した.さら

に,第一 ･第二著者が,補足のため,第3次調査

を2011年 5月から7月まで5回実施した.

第 1次調査では,庵川東入り江の植物群港内お

よび周辺の底質を 1mmメッシュで飾った後,研

究室に持ち帰り,実体顕微鏡下で生物をソー トし

た.また,大型生物については,直接採集して,

持ち帰り,70%アルコールで保存した.調査期間

中にアマモ ･コアマモ以外にノトウミヒルモの生

育が判明したため,ノトウミヒルモ生育地でも

2011年まで継続して走性的調査を実施した.

第2次調査では,定期的な定量採集と環境調査

を行うため,悔草の群落と周辺部に定点を設けた

(図 1).定点は庵川東と西のアマモ ･コアマモの

群落内と周辺の砂質底に設けた :庵川東アマモ場,

庵川東コアマモ場,庵州東砂質底,庵川西アマモ

堤,庵川西コアマモ場,庵川西砂質底.また, 坐

物相把握のための非定量的採集を含む藻場周辺の

砂質底,岩礁域および干潟部分での採集も実施し

た｡アマモ群落内およびコアマモ群落内を区別し

て他は 1項目にまとめて生物リス トを作成した.

なお,ノトウミヒノレモ群落内の生物は, 庵川東入

り江のアマモ群落に含めてリス トした.

2010年の定期的定立調査においては,内径29.5

cmのアクリル製円筒コア (面相683cm2) を底質

に差 し込み,コア内の深さ約 5cmの生物を砂泥

ごと採取し,目合い1mmでふるって持ち帰り.

残液を室内の顕微鏡 (o)ym pus,SZH-u.LD;Zeiss,

STEM12000-C)下でソーティングした.試料か

らソー トした生物は70%アルコールで保存後,同

定した.

(底質の分析)各調査定点において,2010年4月

29日, 5月16日,6月12日, 7月25日,9月9日

に底質を採取し,粒度分析に供した.採取にあたっ

ては,直径 5cmのアクリル円筒を底質中に差し

込み,円筒の周りをスコップで掘り,プラスチッ

ク板を水平に差し込んで,底質を深さ5cm採取

した.研究室に持ち帰った底質は,非片などのゴ

ミを除いた後に10倍に希釈した漂白剤 (花王キッ

チンハイター)に24時間浸漬し,有機物を除去し

た.さらに,20分間水道水で洗浄 し,乾熱機

(TabaiEspecCo咋.,ConvectionOveIILC-122)

を用いて,水洗後の残連を60℃において,48時間

乾燥した.乾燥試料20gを屯磁式ふるい振とう機

(Retsch:AS200Basic)を用いて,目合い2.0mm,

1.0mm,0.5mm,0.1251Ⅷ ,0.063mmの 7段階

にふるい,各分画の重畳を測定した.なお,本研

究の方法では0.063mmより細かな分画 (シル ト･

クレー)が流失してしまうため,粒度区分から除

外し,砂 ･換成分のみを評価した.泥分に関して

は,現場での視認や触覚による判断が記述された.

(水温,塩分濃度および溶存酸素)各調査定点に

おいて,2010年4月29E],5月16日,6月12日,
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7月日日, 7月25日,8月11日, 9月9日.9月

23日,10月 7日,10月22日に水温,塩分浪度お

よび溶存酸素 (DO)を観測した.水温および溶存

酸素はYSl,DO MeterModel63のプローブを水

面下約 5cm (表層)と底面上約 5cm (底屈)に

設置して測定した.塩分濃度は表層と底屈の水を

スポイ トで採り,AtagoCo.,LTD.,DegitalSalt-

MeterES-421を用いて測定した.なお,庵川西入

り江においては,広いコアマモ生育地にわずかな

アマモ生育地があったため,塩分漉度と栴草分布

の関係があるものと考え, 9月8日に定期観測点

を含む周辺部までの71地点で塩分を計測し,その

濃度分布を調べた.

結果と考察

1.無機環境

(水温)庵川東西の入り江に生育するアマモ,コ

アマモの群落を中心に無機環境を定期調査 (4-

10月)の際に計測したところ,いずれの観測にお

いても6地点での計測値は5℃の変異幅を超える

ことはなかった (図2).また,底層と表層でも

大きな脱皮差は確認できなかった.最高水脱は庵

川東では 7月11日に30.2℃が,庵川西では9月9

日に32.2℃が記録された.観測期間中の最低水温

は両水域とも4月と10月の21-22℃であった.

(塩分)庵川東西の入り江の塩分濃度を定期調査

(4-ュo月)の際に計測したところ,いずれの観

察においても6地点での計測値に大きな変異は見

られなかった (屈 3).また,4月と10月では多

少の差があるものの,底屈と表層の間にも大きな

濃度差は確認できなかった.観測日の2日前まで

に降雨が記録された場合 (特に7月11日と8月11

日),塩分浪度が著しく低下する傾向があった.

しかし.3日以前に降雨があってもその後晴天や

雨丑によって (6月12日と9月9日),高塩分に

戻ることがあった.さらに,観測日当日の降雨も

(9月23日と10月23日),塩分濃度の計測値には大

きな影響がなかった.

庵川の入り江ではコアマモ群落内にわずかにア

マモが生育するため,2010年 9月8日の塩分が最

も低くなると予想される干潮に近い時刻に庵川西

入り江の71点で塩分椴度分布を計測した (図4).

明確な海草群落との関係は確認できなかったが,
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図2.庵川藻場とその周辺部の底生生物柵調査地で
の水温の季節変動.表層は各観測点の水面下
約5cmでの観測結果を,底屈は海底面上約
5cmでの観測結果を示している.
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図3.庵川越場とその周辺部の底生生物相調査地で
の塩分の季節変動.表層は各観測点の水面下
約5cmでの観測結果を,底屈は海底面上約
5cmでの観測結果を示している.
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図4.門川町庵川西入り江のアマモ鮮落 (黒丸WA),
コアマモ伴蕗 (黒丸WB),砂質底 (黒丸wC)
の各定期観察地点とその周辺部の塩分分布.調
査は,2010年 9月8日にできるだけ短時間で行
い,西入り江で健先するコアマモ群蕗 (ll音色)
とその間閉7L地点 (白丸)の塩分濃度値 (‰)
から.等鯨分線を描いた.
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コアマモ群落内部では潮汐に関わらず,やや高い

塩分の汽水が保持されていると考えられた.また,

少なくとも庵川西入り江では,圧倒的なコアマモ

群港内のやや陸側に部分的にアマモが生育してい

る状況で,無機環境と植物種との関連は明確にで

きなかった.庵川東入 り江では,逆に,ほぼ全域

に広がるアマモ群落の陸側縁にコアマモが群落を

形成 している.また,ノ トウミヒルモが流入河川

の流路に沿ってアマモ群落縁辺に繁茂している.

このため,いずれの入 り江でも優占縄の分布縁辺

域にのみ他の海草が見られ,塩分などの無機環境

以上に海草同士の競争的排除が分布に影響 してい

る可能性が高いと考えられた.

(溶存酸素)溶存酸素についても水温 ･塩分など

と同様に調査地点および表層 ･底屈の比膜におい

て,特に大きく変動することはなかった (図5).

海草類が成長する4月から6月の日中は常に過飽

和の状態であった.7月以降やや減少 し,飽和状

態を下回ることもあるが,生物の生息を強く制約

することはないと判断された.しかし,9月から

10月にかけては,溶存酸素の低下が認められた.
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図5.庵州秘湯とその周辺部の底生生物相調査地での溶存酸素偉 (DO)および酸素飽和度の季節
変動.衷屑は各観測点の水面下約5cmでの観測結米を,底JFtは輯底面卜約5cmでの観測
結果を示している.



56 三浦 知之 他

表 1-1.門川町掩川地先のアマモ ･コアマモの群落とその周辺悔岸で生息の確認された貝類 (多板類～盤足類)

庵川庶 掩川何

分酬 名 ア-蛸 コア-鴫 砂雷酢 ア-鴫 コア-瑞 砂買荒&

多板網 PoL)やlncophora
新ヒザラガイEI Neoloricatc

ウスヒゲラガイ‡斗 ]sehnochi(onidnc

クスヒザラガイ I.1LIJM IJelN-Ion (rlup/upIEtr)collIPILIS(Could,)859)

ヤスリヒIl/'ラガイ LcluJdo=DJlaCOreEmiL-a(Reeve,1847)
クサズリガイ科 ChiLonidae

オオクサズilJJイ RJ]),ssop/â･koNILulENrO(Taki皮Taki.)929)

腰足的 castropo血

カサガイ日 Pntdlognstropoda
ユキノカサガイ料 Lolriidne

ヒメコザラ F'E棚/lo'dop)･g"I(.eelRomlJ'(y･old･(βunker,柑6I)

ソポミガイ pEJ/e//odFLIPygnlEleL7rOnllCOIllIItIS(DunkeT.L86I)

古鹿足日 Vetjgnstropoda
スカシガィ科 FisstJreHidile

オトメガサ SLIL'1'IS(ノh･i､cL'('u")stneJISL3-(Blainvilk,LS25)
二シキウズガイ科 Trochidzlc

コシyカ〟ンガラ 0111PhalhI.YrlI∫IicILY(Gmelin.L79L)

イシダタミ Mo''odoNTllIl'bioRorTllの/{tL.-〟T叩 J)a一one-C.FInCnri.IS74

チグサjJイ CaJllharldtISJaPOlJIrIJS(A.Adams,L853)
イワカワチJ/サ /､■･0kmtpulrOC/N'H'rJ･o〃〟S(Could.1861)

イポキサゴ U〝lboJJjluNmOnjll/muN(LanlarCk､1i22)

アシヤ〟イ G'･lNlalalyrala(Pilsbry.1$90)
サザエ料 Turbinidnc

オオペソスガイ TIJl･bo(Llllle/ltJ)cjnerea(Born.)77台)

スガイ ru'bo(LtHleIItt)(･Or''('F'L3-(･OreeJ7.1i_1(Ricluz.I$53)
アマオブネガイ白 Nerithorphn
アマオブネガイ科 Nerilidile

カノコガイ C/lIJIO/1/L7blJ(SoWerby,)836)

イシマキガイ CJIIJ'o〃reIropi亡h'S(YonMallCnS,1879)

ウミヒメカノコ S,llarOgEJiasp,
キンランカノコ Smal･L7gdlltllmIIJNCCjatla(Gassies,I870)

ウミヒメカノコ属の L槻 Swl即0gd'lL7CrSOIJVVbia〃o(Montrouzier.]863)

盤足目 Discopodu
オ二ノツノガイ科 Ceriliidna

コベルトカニモリ Cel･iI/Nrlmldin/eNCHnlP仙ippい 849
ノミカニモリ BjlljtlmFIE"･eOSml･Gould,I801

ヌノメモツポ cLmllJNrC/i'"''Ji'scn(A,Adams,I860)
カニモリガイ Rhj110CIavis(ProdtIVEl)l･oC/NL(PhlllpPi.1848)
ウキツポ糾 Litiopidae

シマハマツポ /tIabL7Picla(A.Adums.LS6L)

ウネ-マツポ Ak'hE'JMnger/0'･dL-Sowerby.I894
ウミニナ羊斗 EhtiHariid王IC

ウミニナ BoliIIa/･iLIJ仙III/OrllW'S(LISChke,I869)
ホソウミニナ BE･I･lk"･iEW 〝""･gi,(Crossc,I862)
フトへナ91)科 potami(lidile

フト-ナタir Ceri/hlL'/eEJ(CeriIJN'dea)l･Jli=opJ10rL'rNmA.Adums.I855
スナモチツポ科 ScalioJidilC

シマモツポ FmL･lJl7Iu''･I"･et'L7PJCF'lL7(Prcslon.L905)
ホソスナモチツポ scaI10laal.eI70SaA.AdilmuS.1862

チヤツポ科 Bnrlecidnc

パンチヤツポ Lh'･/eLw cr.C(7k.urQqKay.L979
リソツポ料 RissoidilC

オガサワラリソツポ AI･,EWN'E}(̂h,LHia)ogaso"･oranE･(Pi)sbry.L904)
カウサンシヨウガイ科

-ソカド〟イ

クビキレガイ科

ヤマトクビキレ

イソコハクガイ科

カズウズマキ

タカラガイ科

ハツユキダカラ

ナツメモドキ

シラクマガイ科

ザクロガイ

カリバカサガイ科

ヒラフネガイ

タマガイ科
ツメタjJイ

ホウシュノクマ

トミガイ

フジツガイ科･

シノマキガイ

人5Sirnincidac

F'(1rJ′di〃e/JassiHljJJehjaJX2'tica(Pilsbry.)90I)
TruncaleHid;le

TllJJZCL7/e/JL7FZ/elnbl･jMartens,L860
VitrincJIidまIC

Ci/･｡lll〝.9CiJJgN/I/el･a(A.A血11S,)850)
Cypraeidae

C)JPJ･{'el'(ErosfJrily)mL'IjtJl･I-sGmelLn.179I
C)JPJ･OeE)(EI･rOllelI)m･0/JeSCJTOneSLinnaeus,[75名

Trivijdne

EIY'(0(Loclu叩 ll)ca/Ioso(A.Adams&Reeve.L850)
Ci)Jyplmeidae

EI･gaeall･alsJli(Reeve,L畠59)
Nnricid.1C

GloM 〃/a,mJldJ州L}(Rbding.m 8)

NdIjc̀Iglfa/rel'lE)/10Riclu乙L844
F'oliTtice" TalnNNIIa(Lirmaeus,L758)

Ri=一C=dilC

cl′IITEltltl〃J(IdoltDI)ILT.t･)lJileare(LinnaeLLS,J758)
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表 1-2.門川町庵川地先のアマモ ･コアマモの群落とその周辺海岸で生息の確認された貝類 (翼舌類～去訓艮源)

庵川i4I 俺川挿

分脚 名 ア-鴫 コア-瑚 砂報 & ァ-瑚 コア-瑚 砂賃誌&
笥吉日

センマイドウシ科

ホノセンマイドウシ粕似柿

イトカケガイ科

シノブガイ

オダマキ

イ トカケ1Jイ科の l組
新原足8

7ツキガイ科
ヒメヨウラク

アカニシ

フトコロガイ科

シラゲガイ

スミスシラゲガイ

チビムギガイ

ノミニナモドキ

ムシロガイ科

ムシロガイ

アラムシロ

マクラガイ料
ムシポケル

ツクシガイ科
ハナカゴオトメ

タケノコガイ科

オウナタケ怖似械

異旋日
クルマガイ料

ホイルナワメJ/ノレマ

エンザダルマ

トウガタガイ科

クチキレガイ

ホソクチキレ

コホソクチキレ

(Bi.称)オオミカヅキイトカJ/ギリ

ヨコイトカケギリ

ミスジイトカケギリ

エドイトカケギリ

エドイ トカケギリ鞘似純
ウスズミイトカケギリ

ウスズミイトカケギリ溜i似租

カントウタテヒダキリ

チャイロイトカケギリ
イポキサゴナカセクチキレモドキ

カキクラクチキレモドキ
スカシクチキレモドキ

サガミクチキレモドキホタルクチキレモドキ
(新称)ヌカルミクチキレモドキ

頭楯白

オオシイノミガイ科
コシイノミガイ

スイフガイ科
ゴルドンコメツプガイ

コメツプガイ

へコミツララガイ料

へコミツララガイ

キセワタガイ科
キセワタ

フ'ドゥガイ科
ブドウガイ

クビレクマゴガイ

ナツメガイ科

タイワンナツメ

側鱈日

カメノコフシエラガイ科

シロフシエラ〟イ

裸眼自

フジタウミウシ料

タロコソテクミウシ

イロウミウシ科

シラヒメウミウシ

基眼目

オカミミガイ科

ハマシイノミガイ

Ptenog)o･1Sa
A(:lididile

Ac/isc/)oveJlt'aIILIAdamus,I86)

EpitoniidiIC

Ep,'〝r":"m【L脚 ′''dlo)gruc,le(So､vcrby-)844)
EpiloMJ州 (De･prin.SiscLlld)a/LrlLIIIm(SoWerby.IS44)

?EpI/OlliL〟･lSP.
Neogastropodn
Nluricidne

Ergl'/L'ra.Y亡O/lt'･uC/tLS(Reeve,lS46)

RE7lW′JC 冊.･OSa(Valcnciennes,L846)
ColulllbelJidile

A,GIre/[')(117血′N'Ire/Ia)li.Yc)'AICt(Smith,L879)

MllII･eIllJ(/〝dollIilrella))･abei(Nomura.1935)
A,It-Ire/I(HWO/et.lJ/I-no(Duclos.)840inI835140)

Zl'J;･oCz{7/''7)''ILIrL/om"-aA.Adams,I860
NiISSarijdlle

JVio/J'aI't7eJCeNS(Philipp‖ i49)

伽〝cl''10.9∫〃/csI'tlh(Powy S,1833)
OlividilC

0/ire/EIJi'/gLl'･OIa(Adams&Rccvc,I850)
Costcuilrjid･JC

Cosre/IariaLIIIIfascJ'ala(GoLlld.)86))
Tcrcl)ridilC

DmHldf.亡HSCr_〟･'i/LS(R8ding.1798)
llclerostrophi)
r̂chitcctonkidile

〟e/inclrS(TorJ'JLis(a)rotII/aKHbum.1975

Pst･〝doloJ･ilri(7CO17CLlt,LIThiele,)925
Pvr三日TlidcJlidnc

OrMPIJopI'kJ'elIL2(A.Adams,ln日.良.AAdams,L853)

SJ,l･IIOIaciln:leI/0A.AdanlS,LS60
S)rrI,0/aLYLIhci"(･te/IaNolllura,L936

EII/lJlleIIasp.

CilJgLIIjlTLuL-1tgLI/aIa(Dunker,L860)

PnllaCiHgl,/Jlla(,･ial,Ura(PilsbTY,I904)
rllrbonll//aedoellSisYokoyarna,1927
TIIrbolliI/O叩.
TI/rbolli//acLIl･EINonlLIra,I937
TltrJN〃i/IdCr.亡LIrElNomura.L937

PullJ'(miHOqt'〟〝Ioa''a(NomLLTn.I937)
pu'ym'or′='Iaol'lico(DaLL&BarLsch,)906)
BooJJeO ,l〃JらotlioL･0/aHorj良Okrulani.L995

R'･acJ'P.tIO'Mahip,vJ･u"Ndara(Nornura.L936)
Meg∬JOIHiuleJICrD(A.AdalllS,L860)
｣t,IegLll.luIM-aSaga〝lialtE'(Nomura.I937)

JJega.ilIo,Mluyabe/N'sE'kaJsIIi(Nonlura,[936)

SLlyelIl,sp

C叩l柑]aspidnc
AClL･OnidiIC

PNPdSIrigぴOSIrigoso(Could.1958)

CylichnidLLC

JIcleocj11L7gOI･dolJis(Yokoyamt1.I927)

neIL'.m (Decol'/er)L'NSigm'.y(Pilsbry,I904)
IモettJ5id王IC

伽I''Su(CdeopllySL'S)sJ′C･Ci'7C/aA.̂ danlS.li62
Pl川inidile

Pl"-Iil･et･,gellIOIaGould.1859
Hnrninoeidae

fJlJIoaJEJIMnicl1(Pilsbry.li95)

Lin川JaI)I.H y>J7･11/riclLJ･t･‖abe,)952
BuLIidilC

BII/IoEullPIJIklLirtnaeus,L758
P)Curobranchomorpa
Pleurobranchidile

BerIJlelkISIe//aIEl(Risso.LS26)
NLJdibr壬InChin

Polyccridile

Pu/JrceIElh亡dgPeII"AMarcus.1964
CbroJnOdoridjdれC

Chro〃JOlJlJIィ.V.Yi17e17.Yi.yRudman,1985

rhsomnは10Phora
ELlobiidilC

A,lclulJIPld･lJILrCbSIollCII.fKtJrOda.L949
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図6.億川鼓腸とその周辺部の底生生物相調査地での底質粒JE.庵Jll
東アマモ場(EA),庵川東コアマモ場(EB),庵川東砂野底(EC),
庵川西アマモ場(WA),庵川西コアマモ場(WB),庵川西砂質底
(WC)について4月から
分析は砂質分のみで,7

(底質)いずれの調査地点においても,調査した時

期に関わらず,細砂 (粒径0.25-0,125mm¢)が

優占した.特に庵川東の入り江は淘汰された細砂

が優占し,庵川西では中砂 (粒径0.5-0.25mm¢)

および粗砂 (粒径1.0-0.5111m¢)の占める割合

が高くなって,東の入り江に比べて,粒度にバラ

ツキがあった.

庵川西のアマモ場では細砂の割合が相対的に低

く,中砂 ･粗砂が優占することもあった (図6).

庵川西入り江は東西両線がコンクリー ト護岸であ

り,東側ではわずかに基盤岩が露出する場所もあ

り, 転石や疎の多い底質となっている.北側の陸

上につながる海岸は砂肝であり,コアマモ群落の

一部には小石や磯が混じる場所も見られた.群落

内では泥分も確認され,調査で移動する際に舞い

上がった泥で濁りが生じた.

これに対し,庵川東入り江はほぼコンクリー ト

護岸で囲まれているものの,その外側に基盤岩の

蕗出した岩礁域があり,東側ではコンクリー ト護

9月までに5回底質粒度分析を行った,
段階のヒストグラムとして示した.

岸のない岩礁や転石の海岸が見られる.東側は,

河川水の流路にもなるため,泥分が堆積し,部分

的には膝下までぬかるむ場所もある.その一方で,

アマモ群落とその西側および干潟を含むほとんど

の海底は砂質が優占し,歩行の際に足が埋まるこ

とも,泥が舞い上がることもなかった.

2.底生生物

(貝類)庵川東西の入り江から,57科120種 (ヒ

ザラガイ類 2科 3種,巻き貝煉40科87種,二枚貝

類15科30種)の生貝が確認された (衷 1).貝類

では,庵川東入り江から98種が,庵川西入り江か

ら55種が記録され,両入り江に共通する種が33種

あった.逆に,各入り江にのみ記録された貝類が

それぞれ65種と22種になり,庵川東入り江ではそ

の東側を縁取る岩礁域がほぼ自然のまま残され,

庵川西入 り江に比べて,干潟面積が2.8倍,海草

群落の面積が1.6倍広いため,出現種が多くなっ

たものと思われる.
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分類群別では,アマオブネガイ科のウミヒメカ

ノコ属Smap･agdiaの3種 (図 7a-C)が庵川東入り

江の藻場および砂質底から記録され,特徴的であっ

た.これらはいずれもアマモあるいはウミヒルモ

を食草とするため,海草と混獲されることが多い.

庵川東の砂質底では他にホソセンマイ ドウシ類似

檀 (図 7h),イ トカケガイ科3種 (図 7i,j),ム

シボタル (図 7m),およびクルマガイ科 2種

(図 7k,l)などが,庵川西入り江で見られない腹

足類として記録された.クルマガイ科とともに異

旋日に含まれる トウガタガイ科貝類は 1cmに満

たない種が多く,生息密度も低いため,ベントス

調査では見落とされることも多い.庵川東西の入

り江からは未同定種を含む18種の トウガタガイ頬

が記録され.そのうち16種までが庵川東のアマモ ･

コアマモ群落内で確認されている (図7n-W).

エ ドイ トカケギリ (図 70)は両入り江に普通に

且られ,クチキレガイ,ホソクチキレ,コホソク

チキレの3種 (図 7p-r)は庵川東入り江のアマ

モ場で比較的容易に見つかる.

オオミカヅキイ トカケギリ (新称)は,殻表が

平滑で光沢があり,非常に細長い白色の貝殻を持

つため (図 7n). ミカヅキイ トカケギ リ

p/ycheLJ/I'me//aJm'se//a (Yokoyama,1922)を細長

くしたような トクガタガイ類であることから,発

見以来この名称を用いている.しかし,殻表には

ミカヅキイ トカケギリのような縦肋 (Yokoyama

1922,plate4,fig.36)が一切なく,むしろ殻表

の平滑なELI/ime//a属の未記載種である可能性が

高い.Elf/['me//a属は日本から非常に細長い トシ

カズクチキレEL//ime//aroshI'kazLlt'Hori皮 Fukuda,

1999や高知県で出土する化石種などが知られてい

る (三本 ･中尾 2009). トシカズクチキレと

EulimeLlapalldagenLnSisThie]e,1925 はEL//imeI/a

属で最も紬長く,螺屑も9屑を超えるが,殻の外

縁がほぼ直線状で,外層内面に螺肋が見られるこ

ともある (Tlliele1925).しかし,オオミカヅキ

イ トカケギリは,E.acI'cu/a(PlliLippi,1836)など

のように各螺層が膨らみをもつため殻の外縁は波

状になり,直線状にはならない.また,殻の内外

面に螺肋はみられず,原殻は螺層に対して850ほ

どである.

他の トウガタガイ叛ではイボキサゴの体液を餌

とするイボキサゴナカセクチキレモ ドキ (図7S)

が庵川東入り江で高い頻度で採集され,イボキサ

ゴも多数出現する.宮崎県の-ツ集入り江や-ツ

瀬川河口でよく見られるヌカルミクチキレによく

似たヌカルミクチキレモ ドキ (新称)が庵川東の

海草群落内に生息している (図7t).本種は,千

潟のヌカルミクチキレと違い,茶色の殻皮は持た

ず,殻はほぼ半透明か白色である.しかし,四角

い口吻基盤や短めの触角など軟体部頭部の本属の

特徴 (peteI･SOn1998,2000)はこれら2秤に共通

している.

クビキレガイ科のヤマ トクビキレ (図7g)は,

海岸の転石鞘;に打ち上げられたアマモの下に生息

するため,見逃 しやすい (九州産の本種をキュウ

シュウクビキレとして分ける場合もあるが,南西

諸島種を含めた分類や分布の再検討が必要であり,

ここでは長谷川,2000に従った).しかし,生息

条件が整っていれば,狭い場所に多数の個体が見

つかる.健全なアマモ場と沖側のガラモ場が存在

し,侮年必ず,海草 ･海藻が海岸に打ち上げられ

ることが庵川東入り江の栃岸風景の特徴となって

いる.このような海岸の季節変化は,宮崎に限ら

ず,全国的に希になってしまった景観であり,そ

れ自体を保全の対象とすべきかも知れない.現代

社会では,打ち上げ海藻などもゴミと同等に考え

てしまうような安易な環境美化活動が目立ち,人

為的な生態系位乱に対する警戒も必要である.昭

和30年代までの日本では,ホンダワラ,アオサあ

るいは海草が夏になると海岸に打ち上げられ,い

わゆる r磯臭さ｣を漂わせるのが海岸や湖岸の一

般的な光景であった (平塚ほか 2006).場合によっ

ては ｢とても汚い｣と表現されるような有機物負

荷の大きな転石海岸を生息地とするクビキレガイ

やハマシイノミガイなどは,庵川東入り江を特徴

付ける生物のひとつである.

二枚貝では,ウロコガイ科2種,ザルガイ科の

チゴ トリガイ (図 7A) とマダラチゴ トリガイ

(図 7B),アサジガイ科のハマチ ドリ (図7C)

などが庵川東入り江のみで見つかっている.これ

らの二枚貝頬は宮崎県では初記録である_これに

対して,シオサザナミガイ科の4種は庵川簡入り

江でのみ記録されているが,庵川東入り江でも死

殻が見つかるため調査が進めばそれらの生息が確

認できる可能性も高い.この中でアシベマスオガ

イ (図 7D)は,宮崎県では-ツ集入り江につい
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表 1-3.門川町庵川地先のアマモ ･コアマモの群落 とその周 辺海岸 で生息の確認 され た貝類 (二枚貝類)

姫川ihl JG川河

分馴 名 7-瑚 コア-モ場 砂買酢 7-輔 コアマモ槻 砂買酢

二枚見網

キヌタレガイ目

キヌタレガイ科

キヌタレガイ

イガイ日

イガイ科

ホトトギスガイ

ウグイスガイ日

マクガイ事斗

マクガイ

ハボウキガイ科

-ポウキiJイ

タイラギ

カキ日

イタヤガイ科

ヒオウギ

マルスタレガイ日

ウロコガイ科

Bivnh心

Solemyojdu

Solemyidi1e

PeII･aS111叩 JJSiI/a(Could,I86))

入LlytiJoidnc

Mytilidite

A,hISClllisrasclthoJI.M (Benson.柑42)

PIcrioidae

lsognomonid.lC

LfOg･10･〃0･,CP/"Fy" ""(Linnaeus,)758)
Pinnid;lC

PillltLYbi｡DlorGmelin,179l

/lll,jHa(Sen.alrjlla)pecIiltL7la(LinTl{leLIS.1767)
Ostreoidn

Pcctinidとlr

A,/'JwluCJllomy.I/10bi/ls(Rccvc,I852)
Veneroidil

Cs)lconlmiltid;lC

チチイロマメアゲー/キ SLIHIi//LHte〃N'cIDLI∫一JSoWerbyJ),L865

ツヤマキアゲマキ Sc川/ilIt"'IideIIlJllabe,I962

ザルガイ料 Cardiidne

チゴトリガイ Fu/､JkJllJmge'/o'･di(So､verby.L901)

マyラチゴトリガイ L.〟eu'cEW･dllrH〃MJdaJOIu-CIIHN(ド)lsbry,L904)
チドリマスオ料 Mt:sodeslmltid:le

イソハマ//リ JIIat･(odlFa.)/…JtI(Gmc)in,I79))

//チパガイ CoeL･eJIacJNl7eHSis･Desll;lycS,I855
ニッコウガイ科 TcujnidilC

ウラキヒメザラ Pil.gHile/I""roJ"I.F/0(Hallley,lS44)
カバザクラ NilidoIe/lillairjdeJ/LT(MartensL865)

ウズザクラ Nl/iEb/el/iHL"ll'mrtJ(Lischkc,Ii72)

ヒメシラトリ ML7COmainco〝g'rua(Manens.Ii65)
アサジガイ事斗 scmclidiLC

ハマチドリ EIγfliabLi.LLHIplaCould,相61
シオサザナミ事斗 ps三mlmObiidnc

イソシジミ Nt'lfl'I/jDjaln'Nlt･EJ(Recvc,I857)

-ザクラ psaJ川〃OIaeaminoI･(Desh'lyeS.)855)

オチ′くJJイ PsENN川OIaCL7V〝.CA･Ce'7S(Deshayes.1855)

アシべ･?スオ〟イ SoleleWiHL7(So/ele//ilJa)pelLJIL'ltll(DesllayeS.)gS5)

ユキノ7シタガイ科 cultcLJjditC

タカ/ハガイ ElはicIJIIJSCtI/√el/IIS(Linnaeus.L758)

マルスダレガイ科 Vcncridne

ヒメカノコアサリ velVmO/Jフぴ〝Jicra(F'ilsbry,】904)

カガミjJイ PhacosoJJlajapoHiL7IITl(Reeve.柑50)

ケマンガイ GaJi,e7ritu'ldiW･icLllNm(GmeHn.179I)

ハマJ/リ A,Ie'･LJI'･i.l･I"S'Jria (R6ding,)798)

アサリ Jh'(/I(ore.叩JNLIipp′川m""(Adams&Reeve.1850)

ウミタケガイモド辛目 PIIOladomyidil

サザナミガイ科 Lyonsii'lac

サザナミ〟イ L)JO〝.9i〟I,eH/rico仙GouLd,)861
オオノガイ目 Myoidn

0

0 0 0 0 0

0

0

0
0

0

0
0
0
0

0
0
0
0

0

0 0
0

0

0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0

0

0

0
0

0

0

0
0

0 0 0 0

0

フナクイムシ科 Teredinidile

ネムダリガイ Zacltsill=eIIke川jlscI･iBulalo汀&Rj{lbLschlkoW.1933 0
オキナガイ科 LilternuLi山e

オキナガイ L〟Jel･rtW/〟(E,roldre〃llIIa)JllEll･F'/iIla(Reeve.1863) 0 0

0
0
0
0

図7.庵川藻場 とその周辺部か ら得 られた底 生生物 .
a.キンランカノコ ;b.ウミヒメカノコ属のl種 ;C_ウミヒメカノコ;d.ウネハマツポ ;C.ザクロガイ ;F.カズウズマキ ;

g.ヤマ トクビキレih.ホソセンマイ ドオシ頴似械 ;i.オダマキ ;j.トゲシノブ ;k.ホイルナワメJ/ルマ ;1.エンザ//ルマ ;
m.ムシポタル ;n.(新称)オオミカヅキイ トカケギリ;0.エ ドイ トカケギリ:p.クチキレガイ ;q.ホソクチキレ;r.コホソ
クチキレ;S./ポキサゴナカセクチキレモ ドキ;t.(新称)ヌカル ミクチキレモ ドキ;u.スカシクチキレモ ドキ こV.カン ト

クタテ ヒダキリ (-カワリイ トカケギリモ ドキ);W∴チャイロイ トカケギリ;x.-コミツララガイ ;y.ゴル ドンコメツプ

ガイ ;Z.クロコソデウミウシ;A.チゴ トリガイ ;B.マグラチゴ トリ;Cノ､マチ ドリ;D.アシペマスオガイ ;E.クセノレベ
リス ;ド.ウミホタル ;G.サ/レシニラ;H.カマキリヨコエビ;L,､イハイ ドロクダムシ;J.トミオカカリアブセウデス i

K.ヤマ トウミナナフシ:L.カネココブシ:M.カタレエビ:N.アカイソガニ :0.マメツプガニ ;ド.カサシャミセン類の L柵.
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表 2-1. 門川 町庵 川 地 先 の アマモ ･コア マ モ の群 落 とそ の周 辺海 岸 で 生 息 の確 認 され た小型 甲殻類

碓川炎 J似 Il西

欄 鵬 ア-モ肝蕗 コ蒜モ 伸男酢 7-千- コ蒜 モ 瑠 酢
顎脚蛸

見形虫垂綱

三才ドコーパ胃

エウフイロメデス

ウミホタル

クセノレペリス

ポドコーパ日

クセストレペリス

鞘甲亜網

完胸下目

フジツボ科

アミメフジツボ

I欠甲解

アミ目

アミ事斗

クロイサザアミ

ニホンイサザアミ

端脚日

スガメソコエビ科

ニッポンス〟メ

ヒケナガヨコエビ科

ニッポンモバヨコエビ

モズミヨコエビ

ドロクダムシ科

ハイハイドロクダムシ

ニホンドロクダムシ

ドロクyムシ不別糊^

ドログダムシ不例稚r3

カマキリヨコエビ科

カマキリヨコエビ

ホソヨコエビ

アゴナガヨコエビ科

アゴナガヨコエビ

マルハサミヨコエビ科

クリロヨコエピ

クテパシソコエビ料

クチバシソコエビ

ホソハサミソコエビ

ツノヒゲソコエビ料

ヒラタマルソコエビ

ハマトビムシ科

ヒメハマトビムシ

ワレカラ科

トゲワレカラ

辱脚芦

スナウミナナフシ科

キクチスナウミうう-7シ

ウミナナフシ科

ヤマトウミナナフシ

オビロウミナナフシ

ウミミズムシ料

ウミミズムシ

コップムシ科

ナナツ′(コツー/ムシ

イソコップムシ

ニホンコップムシ

ャドリムシ科

チッポウエビヤドリムシ

タナイス目

カリアブセウデス料

トミオカカリアフセウテス

タナイス科

ノルマンタナイス属の1純

レフトケリア科

ホソツメタナイス

クーマ日

ナギサクーマ科

フタスジナギサクーマ

クーマ科

ミツオ･ビクーマ

入1訊.tiHopodiI
OstriICOd;I

Myodocopida

ELIPJ"Io′JIC血 I1仰k}nI'caIlimla,)976

VE7･苫HIL7J7ilgenChrjii(G W,MOHer,L890)

XeHO/eberLIsyE7'"adoi(Hiruta,)979)
Podocopida

XesloJeberis/Jallaii]shizaki.I968

TLleCO5Ir.1(:il

Thor王1Cjda

LliIJanid;lC

A"'pI"1boIE''〃′st･〝r'egE'Ius(Darwin.I854)
Nhlacostr;lCiI

LVtysida

lllysidae

NL･0"リ,Sri･t.a･.I()IsJJeJLSl'sBrandt.I851
Neolll)J.YEsjapo"jcEINakaza､va,19I0

Anlphipoda

AmpeHscidae

Eyb/isJdPt),tit.I,SDahI,1944

AmF)hilhoidi)C

ノhttpjlhoeIltL.erl01WIhlc.)858

〃̂tPI/floeI,aliEklSmllh.1873

Amphilboidile

BW/Mcoropl血"'exo/ih,m (Hirayarna,L984)
SiNuCOrOPh'-MnjE'PO'血 'm(Hirayama,1984)

SL'llDCOrOPhELIm Sp.A

SFrlOCOrOP/"ll〟PHP.a

Ischyroecridne

JassaslEllIer).iConhn.)990

F''crJ'om''LSImgJlar(Dana.1952)

Pontogeneijdac

PolTIogelteial･OSlmlnGur]-anova.L938
LcLleOthoidmc

^lltPjlhoe一一alidaSmith,Ii73
0cdiccrotojdlIC

Mol10CIJIodesclJ'･I'IILZIIIS(B;Ite,L857)
puHlOCl･aIL,∫aIIlvNa'イmIS(BalcetWes1､､-00d.)862)

Urothoidac

Ul･0lJ10ege/aYilt.･J0/llbjgl/aHirayama,)988
Tnltridne

P/LI/Ore)'4.､riopIL7Ie''_tyii(Kroycr,L糾5)

Cal)rCIJjdilC

CapldloscEllII･aTemp)eton,1836

1sopod王l
AnthtJriditLt

CyL7(Jll"ra仙JIC･lu7NllnOmura,I977
Pflrilnnuridite

Pol･OIIIhI/l･0ノaPOllL'caRjcbardson.I909

Pnl･aJIIJltIJ･u/Jl/I-wIJl/aNunomura,I975
J王111irid王le

lolllrOPStLYIollgiulJIe,l〝DIoThielemanJl,L9I0
Sphaeromalidae

SpJJDeI･0川L7Lu'eboldJ.I'DoIIFus.)889

C1tDl･ilJIOSPhltel･0111arLTy‖-loesLlandt.I969

C),〝IOdocejEJPOJ..iraRichardson.L909

Bopyridac

BoIJyl･e/lai.l･elllI･rOIaShiil-0,)939
Tilnilid:let:a

KaLliapseudidae

Kolliopse〃de.日KuIliopseHdes)JO'n-okoe''sL'sShiino,)966
Tilftaidae

ZeTI.rOSP.
LepIOChcliidae

I.cpIOChellaSLnZig'Jyi(KIOyer,LS42)
CumaCCa

Bodotriidac

Dodo//･jeJhip/jc〟aGamo,1964

DiilStylidae
DiasIl,Iislricil1C/a(ZimmcT.)903)

0
0

0
0

0
0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

○

0

0

0
0

0

0

0

0

0

00

0

0
0

0

0

0

○

○

0

0

0
0

○

○

0

0
0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

○

○
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表2-2.門川町庵川地先のアマモ ･コアマモの群落とその周辺海岸で生息の確認された Il脚甲殻類

庵川火 脂川両

分鮒 も アマモ陥 コ蒜箭 砂買蕊& ァ-モ鵬 コ蒜箭 砂質酢

十脚日

クルマエビ料

フトミゾェビ

JJI?II:I

ウシエビ

ユメエビ科
キシユメエビ

テナガエビ科
アシナガスジェビ
イソスジェビ

スジェビモドキ

カタレエビ

モエビ科
ホソモエビ

ヒラツノモエビ

テッポウエビ科

チッホウエビ

セジロムラサキェビ

Dec叩Odn
Pcn;lCid【lC

Iteliccy/TISIL7ILflllrarl/S(Kishinoue.L896)

PelllJeII.TSemlstlJcalJISdellaan.)844

PeltttelISmO〃OdollFabricius.L798

Lucireridne

i"(.Lre･･J･oI7Jm･NoboLi,I905
PalilCmOnidnc

Palael710110J･〝JJall11jRalhbun,I902

P''IE'e"'unPF'CILJk.N.i(Slirnpson.1860)

PE'IE'Q"tonSer''/er(Slimpson､1860)

Co''Chodyles'lippu'･伽3'S(dcHaan.L844)

川Ppolylid;le
LL7II･elJIcs･E7CicIIIol･isOrlm'lnrI,I890
LJ'/]･et'Ie.TPILMi'･D.Y/r'∫(dcHaan.I844)

l̂phcidac

AIp/te"9brL･VieI.islnJtLSdeトharL.L844

Îlla17[tSjEJPOnicL/SKubo.1936
エビジャコ事斗

エビジャコ拭太Inl定和 CrLMgOIJSP.
ハサミシャコエビ科

cmngonidnc

L･dOmediiditC

-サミシャコエビ LL70medlLL7,7SItJCillL7de]1aan,lS49

7ナジャコ科 UpogebiiぬC

ヨコヤアナジャコ upogebia)poA･ol,aiMakaTOV,L938

ヤドカリ科 L)iogcnid:IC
イノヨコバサミ CIjbnI]aJ･ilLSl･irescens(KTauSS,L約3)

ミナミツノヤドカリ Dioge,leLTSe〃erHel]er.1865
テナガツノヤドカリ D10g印e.ヾ〃′I'dw''L7r7J,.1･Tcmo,L9)3
コブヨコバサミ CI'b〝'w i'L)mJ;T'.､IW,aILLS川Lgcndorr.L869
ツメナガヨコパサミ CIjbmZlm 'lLY/0･1gjla'TIIS(deHatTLn.1849)

ホンヤドカリ科 pagLJrjdile

ホンヤドカリ pElg'm'.YJiIJu/i(deMan,L887)

ユビナガホンヤドカリ Pl.gm･･-mim･I･J.-Hcss､l$65
カラッバ科 CaJnppidnc

キンセンガニ MLr/lIIE7/lIIlEu･lJ(Forsk札 1775)

クモガ二料 Majoidile

マメツブガ= Pur〝I)PmolELh.Pt/lMi(･eJ7.IMiers､)879
イッカクJJニ MeIIE)elhiIt.flltDllDCCrOS(Latrei)Le.I825)

コ7'シガ二科 LcuCosijdnc

マメコ7'シガニ PI"I/)".op血〝"deHaarLl84I

カネココブシ PI"I/y'F'A･q"L･A･oiSakai,1934

コブシガニモドキ Psel'LJopltIIJ･I･tJIJ･IdeJllL7ILJMiers.1879

ヒゲガ二科 corystidac

クマヒケjJニ Co/JJe=L7bicol･lu-sGray,L831
ヤワラガ二科 11ymcr)osomntidin

ツノダシャワラガニ IJalicIE"I(･WMS亡0'･al'L,OIE'RaLhbun,1909

オキナワヤワラガニ NcoI)WCJlDPJLu･OA.ilAaltTleJLSis(Nakasonc&Takeda.I994)
ガザミ科 poT･rUni山IC

タイワンガザミ Pol,flWMS(PorIlJmIS)pe/L7gicIIS(Lil一11aeLIS.1758)

ジャノメガザミ f'u'･F'J"'LHa"gMl〝Ole'NtLS(rlerbsLL783)

イシガニ C/1L71),bdJ'S(Ch叩 ′bJI'S)jL'Inm'ca(A.Milnc-Ed､vards.IS6L)
ブタバベニツケガニ TJTaI〝/lljltI.-jl〃aH.MHncEdWards.)834
オウギガニ料 X血ntllidile

オウギガニ Leplodit'.yt･Xaralws(H.MilncEd､vards.Li34)
モクズガ二村 Varuni血e

ヒライソjJニ G〃ericedepJ･e∫.YILf(deIlaan.1833)

千//ズガニ Cr'oc･J7tj'･jlJPOJ7i(.t'S(deHaan,I835)

イソガニ IJemlgl･EJP.1･ll.tl.Va17gulJ7(W (dcHaan,I835)
ケフサイソガニ 〃e'〃也′叩Ll.'',I.P(mlt･iI/EuW (deHaan.I835)

タイワンヒライソモドキ pl)/chogrlOIJlllSisJliiSakai,L934

アカイソjJニ CyclogrL7P∫''SiJIIer''ledi''sOrlmann.柑94

ヒメアカイソガニ ノIcH'tteOP/e'"･aPbnTJ/aSlimpson,1858
ペンケイガニ科 Sesnrmidne

I/ロペンケイガニ C/N'l･ON'EWTIeSde/talNu.(H.MiJ]le･EdWards,1853)

フタ/iカクガニ PeI･isesoI･lITL7bidelLS(dellaan.)835)

フジテガニ CliJ.lIocoelomavJlIotLIJ〃(A.Milne-Edwards.I869)
コメッキガニ料 t)ot川idELC

コメッキガニ S(ropimeruglE'bosL7(deHaall.)835)

オサガ二科 Mncroplttlmlmidne

チゴイワガニ llyog･･(7PS〝.TnOdl,/D∫llsSakai.)983

ヤマトオサガニ Macl･OPlllh〟Jml,SjlJllOnI'cILS(deHaan.1名35)

スナガ二料 Ocypodid11L･
/､クセンシオマネキ UcaJL7LIIL･LIJIlLClCa(deHaan.I835)
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で2番目の記録になる (氏野 ･三浦 2011).漁場

に特異的な二枚貝として,ネムグリガイが庵川東

入り江のアマモおよび庵川蘭入り江のコアマモの

地下茎に穿孔している個体が確詠された.

出現した貝類のqlで最も密度が高くなったのは,

(ミジン) ウキツボ科のシマハマツボであり,

2010年 9月9日に東入り江のコアマモ群落地点

で787ノm2が記録された.本種は1年中見られ,4

月 (366/m2) と9月に高密度となった.このよう

な双峰的な個体群動態については相模湾で確認さ

れており,幼生定着による新規加入と他所からの

幼貝の移動加入により説明されている (倉持

200L).庵川東入 り江には沖側にホンダワラ類の

藻場があり,本種も生息していることから,相模

湾と同様な個体群動億を示している可能性が高い.

ムシロガイ科のアラムシロも庵川の両入 り江で

l年中見られ,2010年 7月11日に酉入り江のアマ

モ群落地点で最高556/m2に達した.いずれの入り

江でも6-7月に個体数が多く.冬には減少する.

木曜は2年以上生き,複数のコホー トによって個

体群が維持されているが,潮干狩りなどの人為的
位乱によって短命になることも指摘されている

(倉持 2009).庵川束入 り江では同科のムシロガ

イも普通に見られ,藻場の部分ではほとんど人為

粧乱が見られないので,今後は寿命の調査なども

行 う必要があろう.二枚貝類ではクズザクラ,ヒ

メシラトリ,アサリなどが 1年中見られる.ウズ

ザクラは庵川東入り江で周年見られ,海草群落の

外に多く,最大468/m2 (7月)を記録した.また,

ヒメシラトリは庵川西の海草群落内に多く,最大

146/11コ2 (9月)の密度であった.アサリは庵川東

入り江の定立採集で検出されることは希で,庵川

閏入り江全域に1年中見られ,最大454/m2 (4月)

を記録した.ただ,この入り江では夏にイベン ト

としてアサリが放流され,潮干狩りも常に見られ

るため.人為的股乱の彫轡が少なくない.

(甲殻頬)庵川東西の入り江では,46科86種 (局

形頬2科4種,フジツボ類 1科 1種,アミ類 1科

2種,矧脚煩10科16種,等脚類5科8種,タナイ

ス頬3科3種,クーマ煤2科2種,エビ類8科15

種,ヤ ドカリ頬2科7種,カニ撰12科28種)の甲

殻類が確認された (表2).このうち,大型種を

含む十脚目甲殻類は50種であり,残り36種はほぼ

lcm以下の′卜型の甲殻類である.甲殻類は,庵

川東入り江から69種が,庵川西入り江から54種が

記録され,両入り江に共通する種が37種あった.

逆に,各入り江にのみ記録された種がそれぞれ32

種と17種となり,貝類と同様に庵川東入り江で出

現種数が多いことが判明した.庵川西入り江に比

べて,東入り江は,一部に岩礁域が自然のまま残

されており,干潟と海草群落の面積が広いため,

甲殻類の多様性が高くなったものと思われる.

分類群別に見ると,藻場およびその周辺に出現

するウミホタル類,スナウミナナフシ類,ウミナ

ナフシ類およびタナイス頬は,庵川東入り江で種

数が多く,西入り江ではいくつかの種が確認でき

なかった,反面,端脚類および等脚類のコップム

シ科は,庵川西入り江に汽水域を特徴付ける種が

多く出現した.庵川西入り江のみに出現する十脚

甲殻類 6種に比べて,東入り江のみに24種が出現

し,東入り江の多様性が明らかに高い.これは東

入り江東側を縁取る岩槻城の影野で.砂質底や藻

場ばかりでなく,岩礁性のカニ類なども記録され

たことによる.特に,東入り江に出現するアカイ

ソガニ (図 7N),ヒメアカイソガニおよびフジ

テガ二は陸地と海の境界にある転石帯の内部に形

成される湿性環境を好み,人工護岸ができること

によって最も早く失われる海洋生物である.西入

り江ではこれらカニ類の本来の生息場所である陸

域との境界はすべてコンクリー ト建岸となってい

る.

庵川東西の藻場ではクルマエビ科の3種の数

cm程度の幼体が採取され,クルマエビ属ではウ

シエビとクマエビの幼体が記録された.ウシエビ

は富田浜入り江でも幼体が記録されている (三浦

ほか 2010).庵川では,クマエビ幼体がアマモ場

周辺でほぼ調査の度に採集され,ウシエビは例外

的であった.クマエビは沿岸底引き網などの漁獲

対象であり,アシアカなどと呼ばれ,幼体の時期

の生育場所としてアマモ ･コアマモの藻場が重要

な役割を果たしていることが判った.フトミゾェ

ビはアマモ場に常時生息していると思われるが,

記録は8月の 1回だけであった.

庵川東西入り江の海草群落とその周辺に生息す

るハイハイ ドロクダムシ (図 71)はアマモ場に

特異な端脚類であり,貝殻片や砂粒でできた棲管

を背負ったまま,砂質の海底を働い歩き,初夏に
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多く見られる.最大密度は2010年5月16日に庵川

東砂質底で記録された1156/m:であった.タナイ

ス目の トミオカカリアブセウデス (図 7J)揺,

slliino(1966)により天草の富岡湾から原記載さ

れ,他所からの記録としては庵川東入り江が初め

てであり,九州の他海域でも見つかる可能性が高

い.庵川東入り江では春から夏まで出現し,生息

密度は低く,15-29/m2であった.他方,タナイス

ElZeuxo属の未同定縄は高密度に生息し,アマモ

やコアマモの草体にも入り込んでいることが判っ

た.春には群落内の生息密度が527/m2に達した.

これら2種のタナイス目甲殻類,端脚類の トゲワ

レカラおよび前述のハイハイ ドロクダムシは,8

月以降の定量調査では確認されなくなったため,

最も暑くなる夏季の一時期は深い場所に移動して

いるなどの可能性がある.反面, 1年中生息の確

認される端脚嬢にはニッポンスガメとモズミヨコ

エビが挙げられる.両種とも春には200/tT12を超え

る高密度になるが,8月以降は10分の 1程度の密

度になる.ウミホタル (図 7F) も東入り江では

1年中見られるが,療度は低く,最大でも60/1112

以下であった.出現した甲殻類の中で最も密度が

高くなったのは,ヤ ドカリ科のテナガツノヤ ドカ

リであり,2010年 9月23日に百入り江の砂質底に

2327/m2が記録された.本種は西入 り江では 1年

中見られ,夏の終わりに急激に増加することが判っ

た.しかし,東入り江では夏の間だけ出現し,春

には極めて希であった (4月に1個体だけ採集さ

れた).ホンヤ ドカリ科のユビナガホンヤ ドカリ

は干潟や汽水域に一般的で,庵)llでも東西の天草

群落内に1年中見られた.庵川東入り江では密度

は高くならないが,蘭入り江のアマモあるいはコ

アマモ群落内では4-5月に350/m2を超えた.

(底生生物の多様性)庵川の海草群落とその周辺

に出現する底生生物全体を見渡すと,植物を直接

利用する生物とその生物を利用する捕食者 ･共生

者が多様性を増大させていることが判る.海草あ

るいはその付着生物を餌とする生物としては,ウ

ミヒメカノコ類3種,シマハマツボ,ウネハマツ

ボ,ウミウシ類,タナイス類があげられる.海草

群落あるいはその周辺の砂賢慮には多種の内在性

二枚貝が出現する.海草類が枯死,被食,粉砕,

脱落し,デ トリタスになるまでの過程で,多くの

動物の餌となる微細有機物粒子になり,チゴトリ

ガイ,マグラチゴトリガイ,ハマチ ドリ,アシべ

マスオなど宮崎で初めて記録されるような二枚貝

に利用されていると考える.これら二枚貝の篭富

さは,ツメタガイやホウシュノタマなどの揃食性

巻き貝を支えている.海草起源のデ トリタスは草

体と海底に生息するイソギンチャク頬やヒドロ虫

類の餌にもなっている. トウガタガイ科やイ トカ

ケガイ科貝類の多くは他貝類や刺胞動物を専食す

ることから,輯草群落に生息する多様な生物との

種間関係が予想される.さらに,庵川東入り江の

アマモ場にはタイラギ ･ノ､ボウキガイの大型二枚

貝が見られ,その外套腔内からはカクレエビ (図

7M)が雌雄ペアで見つかることが多い.海草群

落は浅い砂質底に発達し,蘭戸内海のように広い

内海では,沿岸域を代表する海岸景観になり,日

向灘に面した海岸では内湾域や島影に形成される.

しかし,庵川東入り江のように1年に数回であれ,

大潮時に草体が見られるアマモ場は多くない.ア

マモ場が発達することによって周辺の砂質底環境

にも影響があり,豊富な有機物供給と好気的環境

が共存していると思われる.アマモの流失草体は

岩礁域にも有用な有機物を供給し.転石などを被

うことにより湿度の高い微細生息窮境を作り,ヤ

マ トクビキレ,ハマシイノミガイ.アカイソガニ,

ヒメアカイソガ二,フジテガ二,ミナミアシハラ

ガニ (視認のみであったため,リストには未掲載),

ヒメ/､マ トビムシなどの群集が維持されている.

庵川東入り江のすぐ外側にある金磯の浜にはムラ

サキオカヤ ドカリが生息 していることも知られ

(三浦,2011),海と陸域との連続的な自然環境の

残存が海岸の生物多様性に強く影響 していると思

われる.

(腕足類)庵川東入り江にある岩礁域の海側縁に

は砂質底-の移行帯に転石が数多く見られ,半没

した転石の下面に腕足類のカサシャミセン類の 1

稜D/-scradiscasp.が生息している (図 7P).本

種の同定に関しては原記載も不十分で,一度は

Bitner(2010)および大谷 (2011)に準 じてスズメ

ガイダマシD/-scf･adiscasle//a(Could,1862)と考え

たが,他の同属口本産種であるカサシャミセン

D.spal･Se/I''7ealaDaJJ,1920との形態差異はわずか

で正確な同定ができないと判断した.DaLl(1920)



66 三浦 知之 他

はDiscradisca属の上記 2種とD.I.ndI'caDalL,1920

を同時に報告 し,特に図を付さなかったが,

Davidson(1888)の図を引用 している.この引用

囲 (P]ate26,figs.28,28a)によれば,カサシャ

ミセンの背殻にもやや不鮮明な放射肋が存在した

と考えられる.その反面,｢カサシャミセンには
放射肋がほとん どない (Ilearly withoutradial

sculptL‖･e)｣ と矛盾 した記載を行っている.同様

の記述はGould(1862)によるスズメガイダマシ

の原記載でも,｢若い個体は放射肋が極めて貧弱

である(quitedesthlteOfradiatinglines)｣とされ

ており,これら2種の形態的差異は判然としない.

Dalュ(1920)が認知 したスズメガイダマシに関す

るDavidson(1888)の図 (Plate26,6gs.27,27a,

30)は,むしろ放射肋が不鮮明であり,Dal1自身

の誤引用か,本来そのような形態なのかも疑問で

ある.Hatai(】940)は現世および古生物の日本産

種を放っているが,DaH(1920)をほぼそのまま

引用しているだけで,日本産2種について明確な

形態的差異は全く示されていない.

Ze11ia(2010)はDiscradisca属の現世種リス トを

作成している.古生物として研究が進んでいる腕

足類の分類では,古生態 ･古環境の推定などに応

用するため,とりわけ生息深度などの産出状況も

分類の際の重要な形質として扱われている.その

ため,これら2種は,生息域の違いも含めて認知

されていた可青巨性が高い.Zerlia(2010)ではスズ

メガイダマシが水深31-141m,カサシャミセン

は生息深度不明となっている.Dall(1920)の腕

足類の記載の多くには,採集深度が明確に示され

ており,深度の記述のないカサシャミセンが潮間

帯の標本を元に記載された可能性も高い.また,

Gotl】d (1862)はスズメガイダマンが ドレッジし

た貝に付着していたことを述べている.このよう

に潮間帯産 (?カサシャミセン)と浅海産 (?ス

ズメガイダマシ)として認知された種については,

分子レベルの情報を含めた比較再検討が不可欠で

あろう.

本研究でカサシャミセン類の1種とされた腕足

類は,宮崎県沿岸では比故的普通で,これまで,

第一 ･第二著者が延岡市熊野江川河口干潟,延岡

拷,庵川東入り江,宮崎市野島岩礁域などで生息

を確認 している.また,鹿児島湾内でも生息を確

認しており,いずれも多少は淡水の影響 (河川河

口域ばかりでなく,小河川や水田水路からの淡水

流入などを含む)がある海岸の埋没した大きな転

石の下面から見つかっている.本種 (カサシャミ

セン類の 1種)は,Kato(1996)によって過去の

確認以来50年以上を経て再確認されたとされたた

め,希少な海岸動物として注目されることになっ

たが,単に見つかりづらい生息場所であった可能

性もあり,生物相調査に当たっては注意が必要で

ある.今後,採集記録は蛸えると予想されるが,

淡水流入など環境の記述も不可欠であろう.

要 約

宮崎県門川湾の庵川東西入 り江 (32029■N,

131041'E)は,干潟域1411aおよび藻場域がおよそ

7haであり,アマモ,コアマモおよびノトウミヒ

ルモの群落が見られる.両入り江から57科120種

の貝類と46科86種の甲殻類および腕足頬 1種が確

認された.庵川東入り江から98種の貝類と69種の

甲殻類が,庵川西入り江から55種の貝類と54種の

甲殻類が記録され,貝類33種と甲殻類37種は両入

り江に共通であった.さらに腕足頬のカサシャミ

セン類の 1種は庵)ll東入り江の畦石下に生息し,

宮崎県では他の海岸でも見つかり,今後も生息地

の確認は増える可能性がある.庵川東入り江は東

側を縁取る岩礁域がほぼ自然のまま残されており,

庵川西入 り江に比べて,干潟面積が2.8倍,海草

群落の面積が1,6倍広いため,出現種が多くなっ

たものと思われる.

キーワー ド:アマモ,コアマモ,ノトウミヒル

モ,底生生物柵,砂質底,岩礁域
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